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長崎大学経済学部
学術・研究活動及び学外活動報告

平成2９年度
庵谷 治男
［学術・研究活動］

＜著書＞
・『事例研究アメーバ経営と管理会計』（単），中央経済社，２０１８年３月。
＜論文＞
・「アメーバ経営導入にみる管理会計システムの多様性―事業特性差異に基づく探索的事例研究」（単）
『博士学位申請論文』２０１７年７月。
・「マネジメント・コントロール・システムの分析フレームワークとして Levers of Controlを採用する
ことの意義と課題―Simonsの所説を中心に―」（単）『九州地区国立大学教育系・文系研究論文集』第
５巻，第１号，２０１７年９月。
＜ワーキング・ペーパー＞
・「アメーバ経営導入研究における管理会計システムの設計と運用」（単）『Discussion Paper Series』長
崎大学経済学部，２０１７年８月。
＜科研費（採択のみ）＞
・「管理会計システム導入にみる会計ルーティンの移転と制度化に関する研究」（単），基盤（C），２０１６年
度～２０２０年度。
・「わが国の観光産業のインバウンド戦略を支援する会計システムの探究」（共・分担），基盤（B），２０１５年
度～２０１８年度。
＜学術研究講演（大学，学会，研究機関等）＞
・「部門別採算制度が経営理念の発現に及ぼす影響－ホテルにおけるアメーバ経営の事例」（共）『アメー
バ経営学術研究会第６回シンポジウム』アメーバ経営学術研究会，２０１７年８月２６日，神戸大学。
＜学会発表＞
・「アメーバ経営導入研究にみる管理会計システムの設計と運用」（単），日本原価計算研究学会第４３回全
国大会，２０１７年９月１１日，関西大学。
［学外活動］

＜学会などにおける委員としての活動＞
・日本管理会計学会，参事，２０１７年度～２０１９年度。
＜各種イベント等での貢献＞
・Moderator for“Supply-oriented Management Accounting: Logic Evolution and Value Creation”（by
Zhi-hua Xie Xiao-bo Ao）２０１７.１２ The１３th International Conference on Asian Financial Markets and
Economic Development, Nagasaki University.
・Moderator for“Research on China’s Management Accounting System”（by Fei Pan）２０１７.１２ The１３th
International Conference on Asian Financial Markets and Economic Development, Nagasaki Univer-
sity.
・Moderator for“Automatic Procurement Fraud Detection with Machine Learning”（by Yanchao
Rao）２０１７.１２ The１３th International Conference on Asian Financial Markets and Economic Develop-
ment, Nagasaki University.
・管理会計セミナー「アメーバ経営と原価企画にみる日本的管理会計の展開」（主催：公益財団法人メル
コ学術振興財団・長崎大学経済学部）セミナー責任者，２０１８年２月１０日，長崎大学経済学部（公益財団
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法人メルコ学術振興財団よりセミナー助成を受領）。
＜公開講座・市民講座＞
・「モノの原価のなぞ」『模擬講義（オープンキャンパス）』２０１７年７月１５日，長崎大学経済学部。

岡田 裕正
［学術・研究活動］

＜論文＞
・「IFRSと会計の機能」（単），小津稚加子編『IFRS適用のエフェクト研究』（中央経済社）第３章所収，
２０１７年８月。
［学外活動］

＜学会などにおける委員としての活動＞
・会計理論学会，常任理事，２０１６年１０月２３日～２０１９年１０月２２日。
・会計理論学会，学会賞審査委員会，委員，２０１６年１０月２３日～２０１９年１０月２２日。
＜国際交流への貢献（各種イベント等での貢献）＞
・The１３th International Conference on Asian Financial Markets and Economic Development，事務
局，２０１７年１２月９日～１０日，長崎大学経済学部。

工藤 健
［学術・研究活動］

＜論文＞
・「金融政策における物価指標の検討：一般物価インフレ予測のためのコア・インフレーション指標の検
討」（単），『経営と経済』第９７巻，pp.１-３０，２０１８年１月．
［学外活動］

＜公開講座・市民講座＞
・『長崎県高大連携事業出前講義』，「経済学で現代社会を読み解く」，２０１７年１０月１７日，長崎県立佐世保
西高等学校．
・『長崎県高大連携事業出前講義』，「経済学で現代社会を読み解く」，２０１７年１１月９日，長崎県立対馬高
等学校．

小山 久美子
［学術・研究活動］

＜著書＞
・「貿易自由化への懐疑」（共『現代アメリカ経済史』有斐閣，２０１７年５月所収）。

式見 拓仙
［学術・研究活動］

＜論文＞
・The conditional strong law of large numbers in separable Banach spaces（単），『経営と経済』第９７巻
第１・２・３・４号，pp.６１-７０，２０１８年１月．

式見 雅代
［学術・研究活動］

＜ワーキングペーパー＞
・Bank Concentration and Misallocation of Credit: Evidence from Firm Entry and Exit，（単），SSRN:
https://ssrn.com/abstract=３００９５６４or http://dx.doi.org/１０.２１３９/ssrn.３００９５６４, July１９,２０１７
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＜学会発表＞
・Bank Relationships and Cash Holdings: Evidence from Emerging Firms,（単）, The３０th Australasian
Finance & Banking Conference, December２０１７, Sydney, Australia.
・Bank Concentration and Misallocation of Credit: Evidence from Firm Entry and Exit,（単）, ADBI-
IFABS-UNESCAP International Conference, October２０１７, Tokyo, Japan.
［学外活動］

＜国際交流への貢献（各種イベント等での貢献）＞
・Erasmus+mobility project, Staff mobility for Teaching To UNIVERSIDADE DO ALGARVE, Portu-
gal,２０/１１/２０１７-２４/１１/２０１７

宍倉 学
［学術・研究活動］

＜著書＞
・『OTT産業を巡る政策分析 ネット中立性，個人情報，メディア』勁草書房（共著）２０１８年１月
＜科研費（採択のみ）＞
・「コンテンツ流通構造の変化と消費者選択への影響に関する研究」（共同）２０１７年度～２０１９年度
＜外部競争的資金（採択のみ）＞
・「メディア市場における広告効果と広告への抵抗感の計測」（共同）２０１８年４月～２０１９年３月まで
［学外活動］

＜学術雑誌の編集員としての活動＞
・情報通信学会編集委員会委員（２０１５年７月～）
＜学会などにおける委員としての活動＞
・日本経済政策学会西日本部会理事（２０１６年５月～）
＜国，県，市町村，商工会議所，その他各機関での委員会および審議会の委員＞
・長崎ケーブルメディア番組審議会 委員
・総務省情報通信政策研究所 客員研究官
・長崎市建築審査会 座長
・長崎市行政改革審議会 座長
・長崎市清掃審議会 委員

島田 章
［学術・研究活動］

＜学会発表＞
・“Brain Drain and Education Subsidies”（単独）, China Meeting of the Econometric Society２０１７,
Wuhan University, China,２０１７年６月１０日.
・“The Transferability of Human Capital, the Brain Drain, and the Brain Gain”（単独）, European
Economics and Finance Society１６the Annual Conference, University of Ljubljana, Slovenia,２０１７年
６月２３日.
・“The Transferability of Human Capital, the Brain Drain, and the Brain Gain”（単独）, The ９th
International Symposium on Human Capital and Labor Markets -- Celebrating Release of the China
Human Capital Report２０１７, China Center for Human Capital and Labor Market Research（CHLR）,
Central University of Finance and Economics, China,２０１７年１２月９日.
＜科研費（採択のみ）＞
・「国際労働移動と児童労働からの接近による途上国の貧困問題解消に関する理論研究」基盤研究（C）
（単独）,平成２７年度から平成３１年度まで.
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徐 陽
［学術・研究活動］

＜論文＞
・「中国の内部統制制度の現状と課題」『経営と経済』第９７巻１・２・３・４号，平成３０年１月。
＜学会発表＞
・「中国における内部統制システムの整備状況と課題」日本会計研究学会全国大会中間報告，平成２９年９
月２２日，広島大学。
［学外活動］

＜学会などにおける委員としての活動＞
・日本会計研究学会九州部会，幹事，２０１７年度～２０１９年度。

須齋 正幸
［学術・研究活動］

＜論文＞
・「An Analysis on the Impact of Group Behavior Bias on Financial Markets by Artificial Market」
（共），『Proceedings,８th World Finance Conference』２０１７年７月

＜ワーキング・ペーパー＞
・｢Algorithmic Trading Behavior and High-Frequency Liquidity Withdrawal in the FX Spot Marke｣
（共），Working Papers in Economics & Finance,２０１７-０４, University of Portsmouth,２０１７年５月
・「Liquidity Withdrawals in the FX Spot Market: A Cross-Country Study using High-Frequency
Data」（共），Working Papers in Economics & Finance,２０１７-０６, University of Portsmouth,２０１７年６
月
・「The Impact of Strategic Limit Order Submissions on Foreign Exchange Market Liquidity」（共），
SSRN,２０１８年１月
＜科研費（採択のみ）＞
・「集合行動バイアスに基づく外国為替市場の変動要因分析：実験・実証・人工市場を用いて」（基盤研
究（B））（共），２０１４年４月から２０１８年３月まで
＜学会発表＞
・「An Analysis on the Impact of Group Behavior Bias on Financial Markets by Artificial Market」
（共），『Proceedings,８thWorld Finance Conference』２０１７年７月，Sardegna, Italy.
・「High-frequency trading, liquidity withdrawal and the breakdown of conventions in foreign ex-
change markets」（共），The Association for Evolutionary Economics at ASSA Conference，２０１８年１
月５日，Philadelphia, USA．
・「Central bank interventions and limit order behavior in the foreign exchange market」（共），４th
Applied Financial Modelling conference，２０１８年２月８日，Melbourne, Australia．

［学外活動］

＜国，県，市町村，商工会議所，その他各機関での委員会および審議会の委員＞
・文部科学省（官民協働海外留学推進戦略本部:トビタテ！留学 JAPAN日本代表プログラム～）選考委員
会 副主査
・文部科学省（官民協働海外留学推進戦略本部:トビタテ！留学 JAPAN日本代表プログラム～）専門選考
委員会 主査
・文部科学省（官民協働海外留学推進戦略本部:トビタテ！留学 JAPAN日本代表プログラム～）高校生部
会会長
・長崎県 行財政改革懇話会 会長
＜国際交流への貢献（各種イベント等での貢献）＞
・Chair of the International Conference on East Asian Financial Markets and Economic Develop-
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ment，International Conference，２０１７年１２月，長崎大学経済学部

千野 厚
［学術・研究活動］

＜科研費（採択のみ）＞
・「雇用の流動化が企業価値及び企業財務に与えた影響」基盤研究（C），研究代表者，２０１７年４月～２０２０
年３月
＜学会発表＞
・「Does dividend policy affect product market performance?」（共著）日本ファイナンス学会，２０１７年
６月４日，千葉工業大学

張 笑男
［学術・研究活動］

＜論文＞
・「中国会社法における上場会社の取締役の誠信義務－米国の誠実義務に関する判例法理からの示唆－」
（単），『九州地区国立大学教育系・文系研究論文集』５巻１号 No.１３，２０１７年９月
＜判例研究＞
・「取締役としての地位に基づく会計帳簿等閲覧謄写請求」（単）『旬刊商事法務』２１３１号４６頁-５０頁，２０１
７年４月
・「支配権の異動を生じさせる新株発行の不公正発行該当性」（単）『旬刊商事法務』２１６１号６５頁-７０頁，
２０１８年３月
＜科研費（採択のみ）＞
・「会社法における取締役の責任軽減制度に関する再検討」科学研究費:若手研究 B（単）
研究期間：２０１７年４月 -２０２０年３月
＜学術研究講演（大学，学会，研究機関等）＞
・内部監査学術研究発表大会，「内部統制システムと監視義務」，一般社団法人日本内部監査協会，２０１８年
３月２４日，一般社団法人日本内部監査協会木場研修室（東京都江東区木場５-５-２ CN-１ビル９F）
［学外活動］

＜国，県，市町村，商工会議所，その他各機関での委員会および審議会の委員＞
・長崎県弁護士会 綱紀委員会予備委員 平成３２年３月３１日まで

津留崎 和義
［学外活動］

＜学会などにおける委員としての活動＞
・日本オペレーションズ・リサーチ学会，九州支部監事，平成２９，３０年度。
＜国，県，市町村，商工会議所，その他各機関での委員会および審議会の委員＞
・長崎市住宅審議会，会長，平成２９，３０年度。
・長崎県宿泊業の人材育成ワーキンググループ，委員，平成２９，３０年度。

中西 善信
［学術・研究活動］

＜著書＞
・『知識移転のダイナミズム:実践コミュニティは国境を越えて』（単），白桃書房，平成３０年１月。
＜論文＞
・「正統性獲得行動と説明責任:公共調達制度改革の意図せざる結果」（単），『組織科学』第５１巻第１号 pp.
７０-８３，平成２９年１１月。
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＜学術賞の受賞＞
・経営行動科学学会 第２０回大会 大会優秀賞（単），「公共調達における正統性獲得行動の『前提』の検証:
入札の経済性阻害の真因は何か」，経営行動科学学会，平成２９年１１月４日。
＜学会発表＞
・「他組織の不祥事に起因する烙印の転移: 入札談合批判への地方自治体の対処行動」（単），組織学会２０
１７年度研究発表大会，平成２９年６月１７日，滋賀大学。
・「公共調達における正統性獲得行動の『前提』の検証：入札の経済性阻害の真因は何か」（単），経営行
動科学学会第２０回大会，平成２９年１１月５日，同志社大学。
・“Inter-organizational conference as a learning platform: Learning process of flight procedure design-
ers”（単）,１８th Asia-Pacific Conference on Global Business, Economics, Finance and Business Man-
agement,平成３０年２月１６日, Bangkok, Thailand.

［学外活動］

＜国，県，市町村，商工会議所，その他各機関での委員会および審議会の委員＞
・国土交通省航空局 未来の航空交通システムに関する長期ビジョン（CARATS）PBNワーキンググルー
プ委員，同 高規格 RNAV検討サブグループ 委員，同 小型機用 RNAV検討サブグループ 委員，
平成２７年４月～。
・国土交通省航空局 飛行方式設定基準に係る改正検討会議 委員，平成２８年９月～。

西村 宣彦
［学術・研究活動］

＜外部競争的資金（採択のみ）＞
・「大型機器製造業の設計部門における組織設計と知識創造に関する研究」（MHPS共同研究）（単），平
成２９年２月１日～平成３０年３月３１日。
［学外活動］

＜国，県，市町村，商工会議所，その他各機関での委員会および審議会の委員＞
・長崎県サービス産業生産性向上推進協議会 委員長 平成２８年６月１日～平成３０年３月３１日
・長崎県公益認定等審議会 委員長 平成２９年４月１日～平成３０年３月３１日
・長崎市総合計画審議会 第４部会（地域経済と地域経営）部会長 平成２９年４月１日～平成３０年３月３１
日
・長崎市コミュニティ推進協議会 会長 平成２９年４月１日～平成３０年３月３１日
＜講演会（社会的要請に基づく）＞
・「長崎県教育旅行セミナー」，長崎県観光振興課，平成３０年３月２２日，ANAクラウンプラザホテル。
・「生産性向上セミナー」，長崎県商務金融課，平成２９年１０月～３０年２月，長崎市，島原市，諫早市，佐
世保市，平戸市，松浦市，五島市，壱岐市，対馬市，新上五島町。

林 徹
［学術・研究活動］

＜著書＞
・『モノポリーで学ぶビジネスの基礎』（単），中央経済社，２０１７年６月。
＜研究ノート＞
・「アニマルセラピー：管理者への応用可能性」（単），『経営と経済』９７巻１・２・３・４合併号，２０１８年１
月，１１７-１３８頁。
［学外活動］

＜国，県，市町村，商工会議所，その他各機関での委員会および審議会の委員＞
・厚生労働省，長崎地方最低賃金審議会，公益代表委員，２０１７年４月-２０１９年３月。
・一般財団法人クリーンながさき，理事，２０１８年５月まで（設立時より重任）。
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＜公開講座・市民講座＞
・『平成２９年度高大連携大学出張講座』，「学部・学科の違い，ストックとフロー」，２０１７年７月１３日，熊
本県立八代清流高等学校。
・『出前講義』，「コース紹介，専門ゼミ・卒研ゼミの概要，二要因理論」，２０１７年８月２５日，福岡カレッ
ジオブビジネス。
・『高大連携授業』，出前講義，「学部・学科の違い，ストックとフロー」，２０１７年９月１２日，長崎県立長
崎南高等学校。
・『高大連携授業』，長大ガイダンス，「学部・学科の違い，ストックとフロー」，２０１７年１０月７日，長崎
県立長崎西高等学校。
・『公開講座』，「モノポリーで学ぶビジネスの基礎：入門」，２０１７年１０月２９日，長崎大学片淵キャンパス。
・『平成２９年度系統別模擬授業』，「学部・学科の違い，ストックとフロー」，２０１７年１０月３０日，熊本県立
熊本西高等学校。

林川 万理水
［学術・研究活動］

＜科研費＞
・科学研究費挑戦的萌芽研究「投資家主導の情報入手が投資意思決定に与える影響についての実験研究」
（単）H２８.４-H３１.３

＜外部競争的資金＞
・電気通信普及財団「XBRLによる電子開示が人体に与える影響に関する調査研究」（単）H２９.４-H３０.６
＜学術研究講演＞
・Marina Hayashikawa, “Therapeutic Strategy for Dynamic Business”Erasums Merging Program,
Unviersity of Tras-os-Montes e Alto Douro,１５th Feb２０１８, Vila Real, Portugal.

［学外活動］

＜国，県，市町村，商工会議所，その他各機関での委員会および審議会の委員＞
・都市再生整備計画事業評価委員会（長崎市）,委員,（長崎市）（H２９.１２-H３１.１２）
＜国際交流への貢献＞
・Merging Voice Program“Portuguese history, culture and lifes”, University of Tras-os-Montes e Alto
Douro,１４th Feb２０１８, Vila Real, Portugal.

深浦 厚之
［学術・研究活動］

＜ワーキング・ペーパー＞
・「貨幣の情報伝達機能と貨幣制度」長崎大学経済学部ディスカッション・ペーパー・シリーズ２０１７-０１，
２０１７年６月
・「財に依存しない貨幣制度と交換経済－本位貨幣と不換紙幣－」長崎大学経済学部ディスカッション・
ペーパー・シリーズ２０１７-０２，２０１７年６月
＜外部競争的資金（採択のみ）＞
・信託財団研究助成（２０１７年１月～２０１９年１２月）
＜学会発表＞
・都市機能再生にかかる金融手法に関する一考察に対するコメント，日本金融学会，２０１７年９月３０日
［学外活動］

＜学術雑誌の編集員としての活動＞
・『九州経済学会年報』，編集委員
＜学会などにおける委員としての活動＞
・九州経済学会理事
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＜国，県，市町村，商工会議所，その他各機関での委員会および審議会の委員＞
・長崎市公務災害補償等審査会
・長崎市職員分限懲戒審査会（委員）
・長崎県信用保証協会外部評価委員会会長（外部評価委員会会長）
・長崎地方最低賃金審議会公益委員（公益委員）
・長崎地域雇用創造協議会（会長） 他
＜講演会（社会的要請に基づく）＞
・（株）明治管理職セミナー，「休暇制度で企業は変わる」（株）明治中部支社，２０１７年９月１１日
＜公開講座・市民講座＞
・高大連携出前講義（長崎北高校），「どうなる!? 十八銀行と親和銀行」，２０１７年１０月１２日
・高大連携出前講義（大村高校），「どうなる!? 十八銀行と親和銀行」，２０１７年７月１１日
・茶の間の経済学，「地方金融機関の将来像」，２０１７年５月２０日

福澤 勝彦
［学術・研究活動］

＜科研費＞
・「地域の中核人材育成プロセスの DEAによる効率性評価」（共：丸山幸宏代表）平成２８年度～平成３１年
度
・「貿易シェイドパターン解析と実態調査による次世代中間財貿易モデルの構築」（共：藤田渉代表）平
成２６年度～平成３０年度
＜学会発表＞
・「繊維産業における異時点間の貿易パターンに関する一考察」（共）藤田渉・福澤勝彦，九州経済学会，
２０１７年１２月９日（土），久留米大学経済学部（福岡県久留米市）
［学外活動］

＜学会などにおける委員としての活動＞
・日本応用経済学会理事，継続中
＜国，県，市町村，商工会議所，その他各機関での委員会および審議会の委員＞
・長崎地方労働審議会会長，２０１７年１０月３１日まで
・長崎県労働委員会会長代理，継続中
＜国際交流への貢献（各種イベント等での貢献）＞
・GO GLOBAL JAPAN 成果報告会，ポスターセッション，２０１７年１２月１０日（土），明治大学駿河台キャ
ンパス（東京）
＜公開講座・市民講座＞
・長崎市北公民館平成２９年度秋の講座「茶の間の経済学」，テーマ「働き方改革」，２０１７年１１月４日（土），
長崎市北公民館

藤田 泰昌
［学術・研究活動］

＜論文＞
・「アメリカ覇権下の国際貿易体制とイギリス帝国の遺産」（単），納家政嗣・永野隆行編著『帝国の遺産
と現代国際関係』勁草書房，２０１７年１１月
＜学会発表＞
・“Locating Qualitative Comparative Analysis（QCA）in the methodological logical space: a first sys-
tematic typology”（共），ECPR（European Consortium of Political Research） Joint Sessions，２０１７
年４月２６日，University of Nottingham.
・“Grasping Multiple Effects of Causes of Nuclear Acquisition”（単），The１５th East Asian Sociologists
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Network Conference，２０１７年１０月２８日，Wuhan, China.
［学外活動］

＜学術雑誌の編集員としての活動＞
・『行動計量学』，編集委員，２０１５年５月～。
＜学会などにおける委員としての活動＞
・日本行動計量学会，広報委員会，委員，２０１５年５月～。
・East Asian Sociological Association, Executive Committee member，２０１７年１０月～。
＜公開講座・市民講座＞
・『ながさき県民大学連携講座／茶の間の経済学』，「東アジア国際政治への視点」，２０１７年１１月１１日，長
崎北公民館。
・出前講義，「北朝鮮問題への対応を考える」，２０１７年１０月２０日，長崎県立島原高等学校。

藤田 渉
［学術・研究活動］

＜辞書および総説（学外の新聞，雑誌，学内報における解説，レポート，エッセイ等）＞
・「「産業」この分野を読む｣・「「産業」用語解説」（単），『現代用語の基礎知識２０１８』（自由国民社），平
成２９年１１月。
＜科研費（採択のみ）＞
・「貿易シェイドパターン解析と実態調査による次世代中間財貿易モデルの構築」（共，代表者），平成２６
～３１年度。
・「地域の中核的人材育成プロセスの DEAによる効率性評価」（共，分担者），平成２８～３１年度。
＜学会発表＞
・「繊維産業における異時点間の貿易パターンに関する一考察」（共），九州経済学会第６７回大会，平成２９
年１２月９日，久留米大学経済学部。
［学外活動］

＜国，県，市町村，商工会議所，その他各機関での委員会および審議会の委員＞
・新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）ピアレビュア，平成２８年４月～平成３０年３月。
・新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）技術委員，平成２８年４月～平成３０年３月。
・第１６回九州地区高等学校生徒研究発表大会審査委員，平成２９年８月２２日。

丸山 真純
［学術・研究活動］

＜論文＞
・「英語 e-learning教材必修化が大学生の英語学習に与えた影響: ２回の質問紙調査を用いた主成分分析
の結果より」（共），『Annual Review of English Learning and Teaching』２２，２０１７年１１月。
・「「正しい」英語とはなにか？―リンガ・フランカとしての英語からのアプローチ―」（単），『外国語の
非ー常識 －ことばの真実と謎を追い求めて－』（廣江顕・小笠原真司（編））（英宝社），２０１８年３月。
・「一般化線形モデル（GLM）による G-TELPスコアから TOEICスコアの推定モデルの構築：長崎大
学学生の２０１１年から２０１６年のデータから」（共），『長崎大学言語教育センター紀要』，６，２０１８年３月。
＜科研費（採択のみ）＞
・「英語習熟度別編成による教育・学習の時系列的効果検証」（研究代表者），基盤 C，２０１４-２０１７年。
・「３ラウンドの理論に基づく教材開発と評価システムの構築」（研究分担者），基盤 C，２０１７-２０１９年。
［学外活動］

＜学会などにおける委員としての活動＞
・日本コミュニケーション学会九州支部，運営委員会，事務局副局長，２年。
・日本コミュニケーション学会，監事，２年。
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南森 茂太
［学術・研究活動］

＜学術賞の受賞＞
・第１４回研究奨励賞論文賞（単独），南森茂太「神田孝平における『人民』」『経済学史研究』第５７巻２号
（２０１６年１月），経済学史学会，２０１７年６月３日。
＜学会発表＞
・合評「宮田純著『近世日本の開発経済論と国際化構想: 本多利明の経済政策思想』御茶の水書房 （２０１６/
９）をめぐって―比較思想の観点から―」（評者として），日本経済思想史学会第６回西日本例会，２０１７
年４月８日，同志社大学。
・「神田孝平の伝記的研究―出自と修学過程を中心に―」（単独報告），経済学史学会第８１回全国大会，
２０１７年６月４日，徳島文理大学。
・「『明六雑誌』における自由・保護貿易論争―神田孝平の「貨幣四録」を中心に―」（単独報告），社会
経済史学会九州部会２０１８年度１月例会（経営史学会西日本部会１月例会と共催），２０１８年１月２０日，福
岡大学。

森保 洋
［学術・研究活動］

＜論文＞
・Aman, H., Moriyasu, H.,２０１７,“Volatility and public information flows: Evidence from disclosure and
media coverage in the Japanese stock market,” International Review of Economics and Finance,５１,
pp.６６０-６７６.
・Aman, H., Kasuga, N., Moriyasu, H.,２０１７,“Corporate Advertisements and the Investor Attention
Effect: Evidence from the Television Commercials,”Proceedings of the XXXII Jornadas de Economía
Industrial.
＜辞書および総説（学外の新聞，雑誌，学内報における解説，レポート，エッセイ等）＞
・「HFT（超高速取引）」，『２０１８年版 金融時事用語集』，金融ジャーナル社，２０１７年１２月
＜科研費（採択のみ）＞
・「日銀による高リスク資産買い入れ政策：資本市場と企業活動への影響に関する実証分析」（共同），
２０１７年度～２０１９年度
＜外部競争的資金（採択のみ）＞
・「株式市場の効率性に影響を与える要因の実証分析」，甲南大学 平成２９年度総合研究所研究費，２０１７年
度～２０１８年度
＜学会発表＞
・Aman, H., Kasuga, N., Moriyasu, H.,“Corporate Advertisements and the Investor Attention Effect:
Evidence from the Television Commercials,” XXXII Jornadas de Economía Industrial, September
７,２０１７, University of Navarra, in Pamplona, Spain.

［学外活動］

＜学会などにおける委員としての活動＞
・生活経済学会，九州支部運営委員会，委員，２０１７年度

山口 純哉
［学術・研究活動］

＜報告書＞
・『平成２９年度さいかほっと券プレミアム加盟店・利用者アンケート結果報告書』（単），西海市商工会，
２０１８年２月。
・『平成２９年度消費者購買実態調査報告書』（単），西海市商工会，２０１８年２月。
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・『平成２９年度さいかいほっと券プレミアム消費喚起効果測定結果報告書』（単），西海市商工会，２０１８年
２月。
・『平成２９年度長崎市まちなか商業人材サポート事業報告書』（単），長崎市，２０１８年３月。
＜学術研究交流（学部が受け入れを認めた民間との共同研究を含む）＞
・「まちなか商業人材サポート事業に係る調査分析研究」，受託研究，長崎市，２０１７年４月～２０１８年３月。
・「「さいかいほっと券プレミアム」の効果測定にかかる調査研究」，受託研究，西海市商工会，２０１７年１２
月～２０１８年２月。
［学外活動］

＜国，県，市町村，商工会議所，その他各機関での委員会および審議会の委員＞
・「大村市中小企業振興会議」，会長，２０１４年３月～
・「雲仙市中小企業振興会議」，会長，２０１７年１０月～
・「長崎市まち・ひと・しごと創生総合戦略審議会」，会長，２０１５年８月～
・「平戸市総合計画審議会委員」，委員，２０１６年９月～
・「長崎市市民力推進委員会」，委員長，２０１６年４月～
・「大村市市民協働アドバイザー」，アドバイザー，２０１６年４月～
・「壱岐市まち・ひと・しごと創生会議」，委員，２０１６年８月～
・「長崎連携中枢都市圏ビジョン会議」，会長，２０１６年８月～
・「球磨村しごと創生協議会」，会長，２０１６年９月～
・「島原市行政評価委員会」，委員長，２０１６年４月～
＜講演会（社会的要請に基づく）＞
・「地域経済の今と地域経済の針路」，たちばなビジネスクラブみらい『新春セミナー』，２０１８年２月１５日，
ホテルグランドパレス諫早。
・「地方創生と長崎のまちづくり」，長崎商工会議所『県内商工会議所建設関連部会懇談会』，２０１８年１月
１７日，ホテルニュー長崎。
・「東長崎の未来について」，長崎市『町立公民館長研修会』，２０１７年１月２４日，現川公民館。
・「健康志向をキーワードにした産業連携による地域活性化」，美里町『美里町産業連携協議会』，２０１７年
１０月２０日，美里町役場。
・「ソーシャルビジネス概論」，日本政策金融公庫『ソーシャルビジネスサポートネットワークフォーラ
ム』，２０１７年７月２２日，日本政策金融公庫福岡支店。
・「地域経済・社会と人材育成」，一般社団法人カルチベイト『こばやし熱中小学校』，２０１７年７月１４日，
小林市民活動センター。
・「町内会と市民協働」，大村市『大村市行政委員総会』２０１７年５月２４日，大村市役所。
＜公開講座・市民講座＞
・『茶の間の経済学』，「地域経済と人材育成」，２０１７年１０月２８日，長崎市立北公民館。
・『茶の間の経済学』，「地域社会における小売業（商店街）の展望」，２０１７年１１月２５日，長崎市立北公民
館。
・「長崎大学公開講座」，「地域経済・社会に求められる人材」，２０１７年１１月８日，長崎大学経済学部。
・『茶の間の経済学』，「離島・半島の地域政策」，２０１７年６月１０日，長崎市立北公民館。
・『茶の間の経済学』，「東日本大震災から６年を経た被災地の現状と課題」，２０１７年５月１３日，長崎市立
北公民館。

山下 尚志
［学外活動］

＜公開講座・市民講座＞
・『茶の間の経済学』，「経済社会の構造変化を踏まえた個人所得課税について」，平成２９年１１月１８日（土），
長崎市北公民館
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山田 和郎
［学術・研究活動］

＜論文＞
・"Determinants of underwriting fees by new entrant banks: Evidence from the Japanese IPO under-
writing market"（with Keiichiro Koda） Financial Management forthcoming.
＜外部競争的資金（採択のみ）＞
・平和中島財団
・野村マネジメント
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